
動
　
　
向

中
国
考
古
学
の
諸
問
題
ω

三
、
土

器

水
　
野

一

　
土
器
の
研
究
で
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
李
済
氏
の
『
小
屯
』
第
三
本
、
陶

器
上
平
（
台
北
一
九
五
六
年
刊
）
が
で
た
こ
と
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
股
代
小
葉
期
の
土
器
は
定
著
し
、
中
国
古
代
研
究
に
一
礎

石
を
提
供
し
た
こ
と
は
う
た
が
い
を
い
れ
な
い
。
そ
の
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
た

著
者
の
、
な
が
い
努
力
に
は
、
深
甚
の
敬
意
を
表
す
る
。
し
か
し
、
千
の
序
数

に
よ
る
弓
形
の
分
類
は
、
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
繁
裟
だ
と
お
も
う
。
彩
陶
、

黒
陶
、
白
陶
、
紅
陶
、
灰
陶
、
唐
子
の
糟
差
示
数
な
る
も
の
も
、
ま
た
、
い
さ

さ
か
街
学
的
で
あ
る
。
考
古
学
の
分
類
や
統
計
は
、
つ
ね
に
意
味
を
み
い
だ
す

手
段
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
自
体
に
は
目
的
が
な
い
。
李
済
氏
の
方
法
は
、
い
つ

で
も
、
分
類
自
体
が
巨
的
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
お
も
う
。
し
か
し
、
下
輯
が

ま
だ
あ
ら
は
れ
て
い
な
い
、
そ
こ
に
ど
ん
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
か
も
知
れ
な

い
か
ら
、
ま
っ
は
そ
の
方
に
大
き
な
期
待
を
か
骨
よ
う
。

　
増
感
氏
は
、
こ
の
資
料
を
分
析
し
て
小
屯
を
前
中
後
の
三
期
に
分
類
し
た
。

さ
ら
に
郵
州
の
三
期
に
、
こ
れ
を
く
み
あ
は
せ
て
、
股
代
を
六
期
に
編
成
し
た

（「

侍
_
鄭
州
新
発
現
的
股
商
文
化
遺
蛙
」
考
古
学
報
、
五
六
ノ
三
）
。
そ
の
論

は
、
小
屯
の
版
築
と
水
溝
を
一
層
と
み
て
、
そ
の
上
下
を
第
一
層
、
第
三
層
と

す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
そ
れ
に
応
じ
た
三
文
化
期
を
推
論
し
た
。
版
築
水
溝

の
第
二
層
と
、
し
た
の
第
三
尉
と
の
あ
い
だ
に
差
別
の
み
と
め
が
た
い
こ
と
は
、

す
で
に
林
巳
奈
夫
氏
（
「
股
文
化
の
編
年
」
考
古
学
雑
誌
、
四
三
ノ
．
三
）
に
よ
っ

て
批
判
さ
れ
た
が
、
し
か
し
、
小
屯
土
器
を
形
式
的
に
三
種
に
わ
け
る
可
能
性

は
、
ま
だ
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
小
屯
三
期
と
鄭
州
三
期
を
、
い
か
に
関
係

づ
け
る
か
は
、
な
お
今
後
の
問
題
で
あ
ら
う
。

　
小
屯
三
期
が
層
位
的
に
み
ち
び
き
だ
さ
れ
な
い
に
も
か
か
は
ら
ず
、
鄭
州
三

期
は
層
位
的
に
厳
然
と
し
て
存
在
す
る
。
だ
れ
も
う
た
が
い
を
さ
し
は
さ
む
余

地
は
な
い
。
そ
の
5
え
、
そ
の
し
た
に
龍
山
文
化
履
が
ひ
ろ
く
ひ
ろ
が
っ
て
い

る
こ
と
も
顕
著
な
事
実
で
あ
る
。
昨
年
発
表
さ
れ
た
河
南
文
化
局
文
化
工
作
隊

旗
一
隊
の
「
郵
猛
禽
代
遺
趾
的
発
掘
」
　
（
考
古
学
報
、
五
七
ノ
　
）
に
は
、
そ

の
こ
と
が
図
表
で
し
め
さ
れ
て
い
る
か
ら
便
利
で
あ
る
。
前
期
二
里
岡
下
層
の

口
が
く
の
字
に
を
れ
た
甘
隅
、
口
の
ひ
ら
い
た
嬰
、
ふ
と
い
大
口
尊
、
ど
っ
し
り

し
た
太
い
籔
、
そ
れ
に
対
し
て
申
期
二
浜
岡
上
層
の
口
縁
の
垂
直
に
さ
が
っ
た

冨
m
、
口
の
つ
ぼ
ん
た
母
、
ほ
そ
い
大
口
尊
、
ほ
そ
く
な
っ
た
笙
な
ど
、
は
っ
き

り
対
立
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
里
岡
下
層
と
上
層
と
が
、
と
も
に
尖
足
隔
、

尖
滋
藤
、
盗
足
大
聾
、
平
底
爵
、
大
口
尊
、
丸
底
の
瓶
と
尊
で
特
色
づ
け
ら
れ

て
い
る
の
に
、
後
期
人
民
公
園
層
は
さ
う
い
う
特
色
が
な
い
う
え
に
、
笹
は
孟

の
形
を
し
て
を
り
、
甑
に
は
圏
台
が
あ
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
へ
ば
、
二
里
岡
下

層
と
上
層
と
は
相
つ
い
だ
文
化
層
と
お
も
は
れ
る
の
に
、
二
里
岡
上
層
と
人
民

公
園
層
と
の
あ
い
だ
に
は
、
な
お
間
隙
の
の
こ
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
郷

衡
氏
が
、
こ
の
あ
い
だ
に
小
戸
前
期
を
い
れ
た
の
も
、
さ
う
い
う
点
か
ら
で
あ
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ろ
う
。

　
な
お
、
鄭
州
の
文
化
工
作
隊
第
一
隊
（
趙
霞
光
「
鄭
州
南
関
外
商
代
遺
堤
発

掘
簡
報
」
考
古
通
訊
、
五
八
ノ
ニ
）
は
、
す
で
に
南
関
外
で
二
里
岡
下
層
の
し

た
に
、
さ
ら
に
第
四
層
を
み
い
だ
し
、
こ
れ
を
南
関
外
層
と
名
づ
け
た
。
隔
は

椎
足
で
、
顯
は
袋
足
が
大
き
く
、
丈
だ
か
い
。
聾
も
椎
足
で
、
粗
略
、
爵
も
流

あ
っ
て
尾
が
な
い
。
色
も
黒
褐
色
で
、
一
般
に
や
や
粗
質
ら
斎
い
。
ま
た
、
第

一
隊
（
第
一
隊
「
鄭
州
星
型
廟
商
代
遺
祉
試
掘
簡
報
」
文
物
参
考
資
料
、
五
七

ノ
一
〇
）
は
、
董
塞
で
二
里
岡
下
層
の
し
た
に
叢
誌
廟
層
を
み
い
だ
し
、
南
関

外
層
よ
り
も
古
い
も
の
と
判
定
し
て
い
る
。
扁
平
足
の
鼎
あ
り
、
翠
竹
の
大
尊
、

小
蜂
あ
り
、
高
足
の
豆
が
発
達
し
て
い
る
。
龍
山
黒
陶
に
ち
か
い
も
の
が
あ
り
、

ト
骨
三
隅
も
町
回
と
も
に
な
く
、
古
い
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
。
、

　
欧
州
の
発
掘
は
、
か
く
の
ご
と
く
、
股
末
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
A
龍
山
期
に

つ
づ
く
各
層
を
あ
き
ら
か
に
し
た
が
、
べ
つ
に
鄭
州
西
郊
十
華
里
の
碧
沙
岡
で

は
春
秋
戦
国
の
古
墓
百
解
発
を
発
掘
し
、
粥
、
孟
、
豆
、
罐
よ
り
な
る
第
一
群

と
鼎
、
愚
、
盤
匝
、
杯
と
よ
り
な
る
第
三
群
と
両
者
を
ま
じ
へ
た
第
二
号
と
を

区
別
し
た
（
第
　
隊
「
鄭
蔵
置
真
岡
発
掘
簡
報
」
文
物
参
考
資
料
、
五
六
ノ
三
）
。

そ
れ
か
ら
遅
出
西
北
郊
の
岡
杜
で
は
、
戦
國
秦
漢
の
古
法
四
十
七
墓
を
発
掘
し
、

隔
、
孟
、
豆
、
罐
よ
り
な
る
第
一
群
、
鼎
、
壷
、
敦
（
あ
る
い
は
合
椀
）
、
盤

匝
の
第
二
群
、
尊
、
合
椀
の
第
三
群
、
罎
釜
、
椀
の
第
四
群
、
罎
、
鼎
、
敦
、

壷
の
第
五
群
、
困
、
竈
、
罎
の
第
六
群
に
分
類
し
た
（
第
一
隊
「
緊
緊
岡
杜
附

近
古
墓
葬
発
掘
簡
報
」
文
物
参
考
資
料
、
五
五
ノ
一
〇
）
。
　
こ
の
う
ち
碧
沙
岡

三
一
群
、
岡
耳
垂
一
群
が
禺
県
白
沙
墓
第
一
群
に
、
碧
羅
岡
第
三
群
、
岡
杜
第

二
群
が
白
沙
墓
第
二
群
に
照
応
す
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
、
前
者
が
春
秋
末
戦

国
初
、
後
者
が
戦
国
期
に
あ
た
る
こ
と
は
、
白
沙
墓
（
至
公
柔
「
曽
爾
萬
県
白

沙
的
戦
国
墓
葬
」
考
古
学
報
、
第
七
冊
、
一
九
五
四
）
の
例
か
ら
は
ほ
ぼ
信
じ

ら
れ
る
。
岡
杜
第
六
群
は
あ
き
ら
か
に
後
漢
に
は
い
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
関
連
し
た
も
の
で
は
河
南
町
陽
平
溝
と
河
北
唐
山
早
撃
荘
の
例
が
想

起
さ
れ
る
。
焼
飯
は
竪
穴
墓
、
脳
室
墓
が
あ
る
が
、
爾
は
な
く
、
豆
の
盛
行
が

特
色
で
、
戦
国
晩
年
に
比
定
さ
れ
て
い
る
（
王
仲
殊
「
浴
陽
焼
溝
附
近
的
戦
国

墓
葬
」
考
古
学
報
、
第
八
冊
、
　
…
九
五
四
）
。
　
黒
光
文
様
の
土
器
、
画
彩
の
土

器
が
あ
る
。
費
各
車
も
宵
隅
な
く
、
豆
に
変
化
が
あ
る
、
こ
れ
も
戦
国
の
中
期
で

あ
ろ
う
（
安
志
敏
「
河
北
省
唐
山
市
費
各
荘
発
掘
報
告
」
　
（
考
古
学
報
、
第
六

禰
、
一
九
五
三
）
。

　
最
近
、
西
安
半
坂
の
戦
国
墓
一
一
六
墓
に
つ
い
て
発
表
（
金
学
山
「
西
安
半

波
的
戦
国
墓
葬
」
考
古
学
報
、
五
七
ノ
三
）
が
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
お
な
じ
ょ
う

な
結
果
が
で
て
い
る
。
冒
隅
と
孟
の
竪
穴
墓
で
あ
る
第
六
七
墓
な
ど
は
古
く
、
春

秋
戦
国
の
交
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
ほ
か
は
洞
室
墓
が
多
く
、
戦
国
で
も
終
末
ま

で
ふ
く
ん
で
い
る
。
た
だ
め
づ
ら
し
い
の
は
爾
が
お
そ
い
墓
に
も
ま
ま
み
ら
れ

る
こ
と
、
焼
溝
や
長
沙
の
よ
う
な
鋼
器
の
彷
製
の
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
長
沙
は
個
々
の
古
墓
の
報
告
も
多
く
、
考
古
研
究
所
の
一
九
五
一
、
五
二
年

の
発
掘
報
告
（
「
長
沙
発
掘
報
告
」
考
古
学
専
刊
、
丁
毬
第
二
考
、
一
九
五
七
）

も
あ
り
、
比
較
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
土
器
に
関
し
て
は
、
わ
り
に
単

純
で
あ
る
。
戦
国
墓
は
後
期
の
も
の
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
銅
器
を
ま
ね
た
鼎
と

敦
と
壷
で
あ
る
。
蓋
な
し
の
豆
も
あ
り
、
罐
も
あ
る
。
前
漢
前
期
は
鼎
と
鍾

（
錺
）
と
盆
で
あ
り
、
後
期
は
同
様
で
あ
る
が
、
か
た
い
印
文
罐
や
和
算
が
つ
く

ら
れ
、
ま
た
屋
、
窟
、
慾
な
ど
の
仮
寧
が
で
き
た
。
後
漢
で
は
粕
陶
の
壷
、
印

文
の
罐
は
形
を
か
へ
な
が
ら
、
ま
す
ま
す
さ
か
ん
で
、
屋
、
窟
、
井
、
猪
な
ど

の
仮
器
の
種
類
が
と
み
に
豊
當
に
な
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
盛
代
と
戦
国
期
の
資
料
は
豊
富
で
あ
る
に
も
か
か
は
ら
ず
、
西

周
と
春
秋
の
資
料
は
す
く
な
い
。
そ
の
う
ち
長
安
心
急
村
東
門
外
の
山
農
（
石

興
邦
「
長
安
普
渡
村
西
周
墓
葬
発
掘
記
」
考
古
学
報
、
第
八
冊
、
一
九
五
四
）
、

普
渡
村
長
由
墓
（
陳
西
文
物
管
理
委
員
会
「
長
安
普
渡
村
西
周
二
八
発
掘
」
考

古
学
報
、
五
七
ノ
一
）
は
、
前
者
が
隅
、
甑
、
孟
形
の
嬢
よ
り
な
り
、
銅
器
か

19
］

3

O
、

◎
》
｛

12

，4

◎
、
。

13
’
●
口
9
ゾ

14

安陽大司空村顕爵の変遷

ら
西
周
初
期
と
お
も
は
れ
る
の
に
、
後
者
は
や
は
り
爾
、
訊
と
和
陶
の
豆
、
黒

陶
の
ご
と
き
三
脚
器
を
ふ
く
み
、
銅
器
か
ら
西
婦
中
穿
初
の
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。　

い
ま
、
こ
れ
を
洛
陽
東
郊
の
、
い
わ
ゆ
る
「
庶
人
墓
」
の
土
器
（
縮
縫
釣
、

林
寿
蕾
「
一
九
五
二
年
秋
季
洛
陽
東
郊
発
掘
報
告
」
考
古
学
報
、
第
九
冊
、
　
一

九
五
五
）
に
比
較
す
る
と
、
隔
も
、
籔
も
、
甑
も
、
す
こ
ぶ
る
ち
が
い
、
こ
れ

に
よ
っ
て
、
西
周
前
中
期
の
縄
蒲
田
灰
陶
を
ほ
ぼ
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
洛
陽
の
「
毅
人
墓
」
の
名
は
、
も
っ
と
も
股
の
伝
統
が
つ
よ
い
と
み
て
名
づ

け
た
、
西
周
初
期
の
墓
葬
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
こ
こ
に
は
も
う
爵
、
甑
の
土

器
は
あ
ら
は
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
周
初
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
反
し

て
股
で
は
、
安
陽
大
司
空
村
の
三
百
鯨
の
小
墓
（
馬
得
志
等
「
一
九
五
三
年
安

陽
大
司
空
村
発
掘
報
告
」
考
古
学
報
、
第
九
冊
、
一
九
五
五
）
が
し
め
す
よ
う

に
、
爵
と
甑
を
普
遍
的
に
副
葬
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
爵
と
甑
と
が
一

致
し
て
、
し
だ
い
に
爆
小
化
、
粗
略
化
の
道
を
た
ど
っ
て
い
る
の
は
注
意
さ
れ

る
。
も
し
、
こ
れ
を
前
期
と
後
期
に
わ
け
る
な
ら
ば
、
爵
の
蓋
（
と
っ
て
）
の

あ
る
な
し
で
わ
け
ら
れ
る
し
、
ま
た
一
、
㎜
式
釜
か
豆
の
共
存
す
る
と
し
な
い

こ
と
で
も
わ
け
ら
れ
る
が
、
と
に
か
く
、
こ
の
屡
小
化
の
進
行
は
ゆ
る
や
か
で
、

ゆ
る
み
な
か
っ
た
も
の
ら
し
い
（
呉
汝
酢
「
安
陽
大
司
空
村
的
股
墓
是
否
全
属

晩
期
」
考
古
通
訊
、
五
八
ノ
憲
）
。
　
た
だ
、
そ
の
共
有
の
銅
爵
か
ら
判
断
し
て
、

こ
れ
が
小
屯
の
後
半
で
あ
る
と
し
て
も
、
は
た
し
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
小
屯
の

も
の
と
照
応
す
る
か
は
今
後
に
の
こ
さ
れ
た
問
題
で
「
あ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
西
周
後
期
か
ら
春
秋
前
中
期
に
か
け
て
は
、
ま
だ
な
に
も

わ
か
っ
て
い
な
い
。
鄭
州
の
工
作
隊
第
一
隊
に
ゆ
く
と
、
二
里
岡
上
層
と
下
層

の
土
器
が
、
む
き
だ
し
の
ま
ま
だ
が
対
照
的
に
な
ら
べ
て
あ
る
。
洛
陽
の
考
古
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鈷
で
は
、
あ
た
ら
し
い
陳
列
ケ
ー
ス
に
仰
画
期
か
ら
の
土
器
を
い
れ
、
春
秋
は

四
期
、
戦
国
も
四
期
に
わ
け
て
い
る
。
北
京
の
考
古
学
研
究
所
で
も
、
こ
の
陳

列
ケ
ー
ス
に
は
仰
紹
期
か
ら
の
土
器
が
な
ら
ん
で
い
て
、
春
秋
は
二
群
、
、
戦
国

六
群
、
し
た
が
っ
て
計
八
期
に
な
る
。
爾
の
あ
る
を
も
っ
て
春
秋
の
か
ぎ
り
と

し
て
い
る
が
、
い
つ
れ
こ
の
二
群
も
春
秋
末
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
長

沙
の
土
器
を
三
分
し
て
戦
国
二
期
、
漢
一
期
と
し
て
い
み
。
戦
国
二
期
も
、
そ

の
終
末
の
時
期
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
も
ろ
う
ん
、
試
論
的
な
も
の
で
、
公

表
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
日
の
か
か
る
こ
と
と
お
も
う
が
、
と
に
か
く
、
ど

こ
で
も
土
器
の
編
年
に
は
、
r
た
い
へ
ん
よ
く
注
意
し
て
い
る
の
で
、
殺
、
周
、

漢
の
土
器
が
、
そ
の
全
貌
を
し
め
す
日
も
、
案
外
に
ち
か
い
の
で
は
な
い
か
と

期
待
さ
れ
る
。

四
、
古

鏡

樋
　
口
　
隆
　
康

　
た
び
た
び
繰
返
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
解
放
後
の
中
国
考
古
学
は
全
く
め
ざ

ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
た
だ
そ
れ
は
出
土
地
の
明
ら
か
な
新
資
料
の
飛
躍
的
増

加
と
い
う
点
に
お
い
て
、
と
く
に
著
し
い
わ
け
で
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
基
に
し

た
個
々
の
研
究
は
、
よ
う
や
く
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
と
い
う
の
が
現
状

で
あ
る
。
こ
の
点
は
古
鏡
の
研
究
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
新
出

古
鏡
の
数
は
千
を
以
て
数
え
う
る
ほ
ど
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
研
究
活
動

の
分
野
に
お
い
て
は
、
あ
ま
り
著
し
い
業
績
が
な
く
、
む
し
ろ
資
料
の
整
備
に

重
点
を
お
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い
ま
中
国
で
出
版
せ
ら
れ
て
い
る
諸
書
の

う
ち
か
ら
、
古
鏡
に
関
係
の
あ
る
も
の
を
ど
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
概
説
的
な
論
文
と
し
て
は
、
左
記
の
も
の
が
あ
る
。

　
王
士
倫
「
談
談
我
国
古
代
的
銅
鏡
」
　
　
　
　
　
　
（
通
訊
五
五
の
六
）

　
猛
士
倫
「
試
談
中
国
壷
金
壷
飾
的
発
展
」
　
　
　
　
（
活
造
五
七
の
八
）

　
沈
従
文
「
古
代
鏡
子
的
芸
術
特
徴
」
　
　
　
　
　
　
　
（
文
参
五
七
の
八
）
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